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小 澤 悦 夫  
l．1ntroduction  
学習参考書・辞書・英語教育の現場などでこれまで余り注意されて来なかっ  
た語法の一つに次のようなものがある。  
（1）“YouandHobbesjustwatchTVandbegood，Okay？”  
“Didyo11hearthat？WegettowatchTV！！”  
（BillWatterson：CalvinandHobbes）  
（2）WhataluckykidCalvinis！InevergottodothisstWwhenIwashis   
age．  （BillWatterson＝nkonHo！）  
（3）A1lof us wer・einvited because we’re about the same age as Ann・   
Veronica，but they just took her upstairs as soon as she and Mr・  
Wanderleygothere．Weneverevengottotalktoher・  
（PeterStraub：GhostStow）  
（4）AnicemanaskedmeifIwantedtostaythere．Ithoughtaboutstaying；I   
reallydid・ButIsaid“Iwanttobewithmyfamily・”ThenIgottocomeback・  
（MelvinMorse：ClosertotheL，ighO  
（5）LakoffrelDarkedataboutthesametimethat“oneofthejoys”ofdebating   
is that“the winner gets tosay，Nyaah，nyaah！”to theloser，”a few page5  
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1ater，Ofcourse，endingthepaperwith“Nyaah，nyaah！”  
（RandyA．Harris：TheLinguistics Wan．）   
できるだけ前後関係が分かる短い例をあげたが，（1）～（5）までの“gettoVP，，が  
一種微妙なニュアンスをもっているのが感じられると思う。つまり，基本的な  
意味は「できる（can）」だが，それにプラス・アルファが加わっているのはネ  
イティブ・スピーカーではない我々にもかなり明らかである。  
（1）では，母親からテレビを見ていいという許しを得た子がテレビが見られる  
と言って喜んでおり，（2）では，子僕の時に自分ができなかった（親に許しても  
らえなかった）ことを自分の子供はできるのでラッキーだと言っており，（3）で  
は，彼女と話させてもらえなかったと言っている。（4）では，臨死体験をした人  
が神のような存在に許されて地上にかえしてもらった時の話であり，（5）では，  
勝った方がニヤーニヤーという権利を得るという趣旨である。   
この語法の微妙なニュアンスと重要性をはじめてきちんと指摘したのはアメ  
リカ文学者の志村正雄氏だと思われる（加島祥三・志村正雄『翻訳再入門』南  
雲堂，1992）。そこで志村氏は次の例をあげて，意味としては単にbeableな  
どではなく，「普通ならできないようなことを，許されて特別にやらせてもら  
う」ということで，『小学館ランダムハウス英和大辞典』に載っている「……  
が許される（bepermitted）」が一番近ぐ，1960年頃から後の作品に多く出ると  
述べている。  
（6）Igottocwりit（＝radio）．上新しいラジオをもたせてもらった］  
（7）Igofわ九αリgdi彿鋸γ加古ゐ班βタ柁βすdβ眈［例外的なことができた］  
（8）”．SOWealwaysgottositonthebigrock．  
［早く行ったから良い場所に座って日光浴ができた］  
さらに志村氏は，この語法に関しては英和辞典の記載は不十分ではないかと述  
べているがこの指摘もその通りだと思われる（この点については第7節参  
照）（1）。   
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以上をとりあえずまとめると，今問題としている“gettoVP”の意味は次のよ  
うなものと考えられる。  
（9）「～できる（can）」の意味に近いが，「許可（permission）」や「特権・  
特別の配慮（privi1ege）」を与えられたために可能となるという時に使わ  
れる。 
このように，Canと似ているが，それに微妙なこエアンスが含まれた場合に  
この語法が使用されるという基本的な条件は間違いないと思われる。この点を  
例証するデータを追加しておく。   
O．0Ispend half mylifein the water，butIdon’t get toplay cards with a  
Se弗αtOYtOOOften．  （TonyMacaulay：AnairsqfState）   
al）“Allright，”Igrowled．“Don7tbelieveit．IfEddieis such a niceguy，Ⅰ’d  
liketogettotalktohimwithoutCaninoaround．．．”  
（RaymondChandler：TheBigSle密）   
㈹ Andcanyoubelieveit？Igottogotocollegetoo．（ForrestGump）  
［大学に行くことができた＝行かせてもらえた］   
a3）Who gets to repYOducein a group of wild canids？Only the dominant  
pair，Of course，Since to raise just onelitter takes the strenuous effort of  
everyoneinthepack．  （ElizabethM．Thomas：TheHiddenLifeqfDogs）   
a4）Iwaskindofscrawny－I’dnevergetthecaptainofthefootbal1team，I  
knew，SOitwas sur・prisingtomethatIgottodatealotdneatg叫リS．  
（PlayboyInterviewwithAnitaBryant）  
2．「許可」・「特権」の出所  
ここで，「誰から，または何から許可や特権が与えられるのか」という問題を  
少し見ておこう。これまで見てきた例で，許可や特権の出所を確認しておくと  
（1）母親（2）おそらく両親（3）その場にいた大人たち（4）神（的な存在）（5）ルー  
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ル（をつくった人達）（6）両親（7）大統領（8）……  ㈹上院議員 仕カエディ  
（やその仲間） 仕勿軍部（cf．GIBill） ㈹……  ㈹……となる。   
興味深いのは（8）と㈹と㈹で，（8）では他人のおかげではなく自分の努力のせい  
であり，㈹は疑問文なので少し事情は違うが，実力のあるペアだけが子供を産  
めるという意味では自分の力ということになるし，㈹では自然に自分が魅力的  
になったからであるから，厳密に言えⅠ烈9）の説明ではカバーできない例という  
ことになる。このように，許可や特権の出所がはっきりしない例には他にも次  
のようなものがある（もっとも，（8）や㈹では特権を自分たちで勝ちとる，㈹で  
も魅力的になるという特権を自分で勝ちとった，と考えれば（9）の定義に含める  
ことは可能かも知れないが，出所が外部の場合と内部の場合とではやはり少し  
違った意味合いが感じられる）。   
まず，自分自身の権限（力）で，という例には次のようなものがある。  
（1弓）AndwhentheOPECnationswanttoraisethepriceofoil，theygettodo   
it．  （PlayboyInterviewwithJerryBrown）   
㈹“we’11fillup awater balloon and sneak up on Susie throughthe back  
yard！”  
“Igettobetheq伊cialcaYtO9ra？herand map ourhidingplaces andescape  
routes！”  
（BillWatterson：AttackdtheDenngedMutantKillerMomterSuwGoons）   
8カ“Igβfわ∂βP柁ぶ五dg乃が’  
“Oh，nO，yOudon’t！Thiswholeclubwasmyidea，SOIgettobePresident．”  
“Ok．ThenIgβfわわg∬£叫gα邦d7ウ和他J．”  
（BillWatterson：TheReve聯qftheBa抄－Sat）   
㈹“DearSanta，  
．．．Whoareyoutoquestionmybehavior，huh？Whatgivesyoutheright？”  
“Santamakesthetoys，SOhegetstodecidewhotogivethemto．’’   
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“Oh・”  （BiuWatterson：ItbaMagicalT4brld）   
8功 ′Ifinallygottospeaklast．I’vebeentryingsince1964．  
（RobertJ．Dole’s remark after delivering Presidential Nominee  
acceptancespeech）［共和党大統領候補の座を勝ちとって，最後に演  
説する権利を得た］  
これらは（8）や㈹・㈹と同じ意味用法をもつと考えてよいだろう。特に江別まこの  
意味がはっきり現われている。   
次に許可や特権の出所が不明か曖昧な例をあげておく。   
Czc？Therecordforhitchhikingthisdistanceisjustunderfiveyears，butyou  
don’tgettoseemuchontheway．  
（DouglasAdams：TheHitchhikerTsGuidetotheGala砂）   
餌It’stheonlychanceIgettotalktoyou．（TheBickersons）  
【夫のいびきで目が覚めた時だけ夫と話ができる］   
鋤 When you startto be well－known，yOu gettO♪layallthe really small  
places・  （TimPage：MusicjhmtheRoad）   
e3）Amyreallylooksforwardtogoingtochurch，becauseshegetstoseeall   
hercousinsatSundayschool．  （PlayboyInterviewふithJimmyCarter）  
「特権（privilege）」や「許可（permission）」の意味を広くとれば，これらの  
例も（9）の定義に含められるかも知れないが，少し苦しく思われる。むしろ「機  
会（opportunity）を得る，与えられる」という意味にとる方が自然に思われ  
るので（9）を糾に修正することにする。   
糾 「～できる（can）」の意味に近いが，「許可（permission）」や「特権・   
特別の配慮（privilege）」を与えられたため，もしくはそのような「機会   
（opportunity）」を得た，または与えられたために可能となる，という時  
に使われる。   
つまり「許可」や「特権」の出所が不明確な場合は「機会を得る」の意味に  
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なると考えられる。次の例はこの「機会（opportunity）を得る，与えられ  
る」という意味の方に近いと思われる。   
鍋 WhentheBostoncritics finallygottoseetheshowacoupleofevenings   
later，theirresponsewasfavorablebutnotecstatic．  
（HumphreyBurton：LeourdBemstein）   
鯛 Thecasketwasclosedforthefuneral－allofthemwereqbutIgottosee  
himbeforetheservice．  （ScottSmith：ASi〃ゆIePlan）   
帥“So，howaboutyou？”heasked．“DidyougettoseethePhotogYaPhy－la4y？”  
（PeterLovesey：TheSu勅mOnS）   
幽 Calvin’sMomisthedailydisciplinarian，ajobthattaxeshersanity，SOI  
don’tthinkwegettoseeheratherbest．  
（BillWatterson：TheCalvinandHobbesTenthAnnivelSaWBook）   
以下，否定形・疑問文・Canとの違い及び法助動詞との共起関係・イギリス  
英語とアメリカ英語との違い・gettONP／VPの関係などについて考察してみ  
たい。   
3． 否定形と疑問文  
否定形になれば糾の反対の意味（＝許可・特権・機会の欠如）を表わす筈で  
ある。これまでに見た例では（2），（3），他 紙 幽がそれに当たる。次の例も同  
じである。   
錮 With a five－year－Old and a three－year－01d，yOu dodtget to watch the  
PoliticsonTV：It’susuallytheCartOOnNetworkortheDisneyChannel．  
（Time，2／12／96）   
錮 Well，Ofcourse，yOudochoosewhereyougo．It，snotlikeyourparents，  
Whom you doll’（ge（toPzl（k．  
（G．A．Huck＆J．A．Goldsmith：IdeologyandLinguisticTheory）   
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＠1）“summerdays are supposed to belonger，butthey sureseem shortto  
me．”  
“Ⅰ’11say．Wedidn’tgettodohaUouritenenw．”  
（BillWatterson：HomicidalPsychoJungleCat）   
B2）Igotoff・StageSOmetimeaftermidnight，andRogerandIdidn，tgettosle  
untilthemiddleofthenight．  （Ann－Margret：爪勿Story）  
餉と錮は広い意味での許可が与えられなかったと解釈するのも可能かも知れな  
いが，帥と絡ま明らかに機会が得られなかったと解釈する方がいいだろう。掴  
も前述の通り糾や鋤と同じと考えられる。   
つまり，この“gettoVP”は，単に「～できる（can）」の意味ではなく，特  
権や許可・機会が与えられて（誰に与えられたかは明らかな場合もあれば，不  
明の場合もある），またはその三者が微妙に入り組んで可能になることを表わ  
す。これほど単純な構文でこれだけ微妙なニュアンスを表わせるということに  
は現代英語の表現力の豊かさを思わせるものがある。   
この意味は，否定形だけでなく疑問文になってもついて回る。㈹と¢和まその  
一例だが，次もその例である。   
β3）WhendoIgetiodrive？WhencanIseegory，Violentmovies？！WhydoI  
havetowaittillI’molder？ （BillWatterson：TheDaysareJziStPacked）  
4．法助動詞との共起関係  
次に法助動詞との共起関係を考えてみよう。法助動詞canは他の法助動詞  
と共起できないのは勿論だが，“gettOVP”はcanは勿論のこと，Will（would）  
やmay（might）などとも共起できる（ちなみにcanと共起できるということは，  
“gettovp’，が単にcanの意味を表わすという説明が不十分なことを示してい  
る）。まず次の例を参照されたい。   
糾a．Iaskedhertoputthewalkerinthebackofthecarandtakemetothe  
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Westwood Garden Center，’cause there’re somany thingsthatIcanstill  
gettoPlant．  （PlayboyInterviewwithHenryFonda）  
b．There’sthisboyIridehomewithonthebuseveryday，andhegetsoff  
atmy bus stop andIdon’tknow him，buthe’s cute and rdlike to know  
him，andIthinkhelikesme，buthowcanIgettobejhEendb，？  
（JuliusFast：Bo4yLaγ8guage）   
鍋a．Ihad anunclethattoldmetherewasthisradioshowinKnoxvi1leand  
thatsometimehemighttakemedownthereandImightgettobeonit．  
（PlayboyInter・yiewwithDollyParton）  
b．Dannydidn’tknow whoWatson was，buteverythingelse seemedclear  
enough．And hemightgettoseeaulaSPbnest．  
（StepenKing：TheShining）  
C．ItwaslikeIgottoviewmywhole’1ifeasamovie，andseeitandgetto  
View different things that happened，different things that took place．I  
thinkIgotto see some thingsin the future；Imighteven havegotten to  
See howIny Wholelifemight have turned out orwi11turn out－Idon’t  
know－aSfar・aSthefuturedestinyofit．  
（KennethRing：Lif2zatDeath）   
錮 ButitwasveryrarethatIwouldactuallygettotalkwithhim．  
（G．A．HuckandJ．A．Goldsmith：Ideo10gyandLinguisticTheon  
鰍ま機会や特権を得ることができる，の意味で，“gettOVP”の意味を強調し  
たものと考えられる。（35a，b）は機会や特権・許可を得られるかも知れないの  
意味で，（35c）は得られたのだったかも知れないの意味だが，完了形が可能な  
点に注意されたい。錮は過去の規則的ではない習慣的行為と“gettovp”が共  
に生じた例である。   
さらに，以下の例も参照されたい。  
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67）a．Ihadagreattimeyesterday．IcLnudgettostayhomeandwatchTVa11  
day．  
b．IwishIcouldgettostayhomeandwatchTVallday．  
過去形の。。uldも（37a）に見られる通り0．K．である（2）。（37b）は仮定法なので  
同日に論じられないが，インフォーマントの中には0．K．とする人，“gettO”が  
ない方がよいとする人，またoutだとする人など判断に揺れが見られる。   
現在形のmayとの共起も次の例に見られるように可能である。   
錮Ifyouaskyourparents，yOumaygettOStayhomeandwatchTVallday・  
また，Willとの共起関係に関しては次の例を参照されたい。   
錮a．＊？IwillgettostayhomeandwatchTValldayevenifmyparentssay   
nO．  
b．．？ItoldmyparentsthatIwouldgettostayhomeandwatchTVallday・   
c．r〃ggfね∫ββ肋軋（＝50a）  
（39a，b）は不自然で“getto”を省略した方が良いとの判断だが，（39c）は“I’11  
managetoSeehi印．”の意味で0．K．である（3）。   
次の例も見ておこう。   
㈹a．whydoIhavetogotoschool？IshouldgettostayhomeandwatchTV  
allday．  
b．WhydoIhavetogotoschool？？？Ioughttogettostayhomeandwatch  
TVallday．  
（40a）は0，K．だが，（40b）は極めて不自然で・‘getto”はない方がよいという判断  
が優勢だが，0．K．とするインフォーマントもいる。   
わざわざ法助動詞と“gettovp”を結合して使わなくても“gettoVP”の意  
味をほぼ表わすことができる場合も多いのは言うまでもないし，他の構文を  
使って似た意味を表わすことができるのもまた当然である。しかし，“gettO  
VP”に付随する微妙なニュアンスを活かしたい時は適切な表現と文脈さえ心  
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掛ければ様々な「法助動詞＋gettoVP」構文をとれるのもまた確かだと思わ  
れる。  
5．イギリス英語とアメリカ英語の遠い  
イギリス英語とアメリカ英語の用法の違いについても触れておきたい。次の  
文を見るとすぐにアメリカ英語だと感じると言うイギリス人がいる（A．J．  
Pinnington氏）。   
㈹a．wow！Iggタわざ吻′如棚α弗dwαわぁTl′αiJd叩！  
b．Igofわざββf九gタ柁ぷjdβ眈  
C．1didn’tgettogotocollege．  
勿論イギリス人でも言う人もいるかも知れないが，そういう人は許可  
（permission）や特権（privilege）等のニュアンスを感じている人だろう，と。  
また一方では，自分でも使うし，特にアメリカ英語だとは思わない，と言うイ  
ギリス人もいる 0．Buda氏）。但し，イギリスでも使われているのは事実であ  
り，既に見た例では錮，困，臣カカミそれに当たるし，次の例もそうである。 
㈹ItisfortunatethatIshallbeleavingthecountrytonight，b6foreHumpy  
ggねわぁβαγαみ0祉才α′J抽ぬ．  
UonathanLynn＆AntonyJay：TheComplete YbsMiniste4）  
膨大なコーパスを基に編集されたCOBUILDでも特にアメリカ英語の語法だと  
いう注記もないし，LDCEでも米語用法とも言わずに説明されているのを見れ  
ば，どちらかと言えばアメリカ英語での方がよく使われているのかも知れない  
が，特にアメリカ英語の用法だとする必要もないように思う。  
6．GettoVP／NP  
“GettoVP，，構文を考える場合は当然陸別こ代表される「～するようになる」  
の意味用法との関係が問題になるだろう。両者の意味用法は別物なのかそれと  
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も同根なのか。   
陸ぬ．I’msurethekidswillsoongettolikeeachothe71  
（エ抑g桝α循加古加αり〆α別物ゆ0和り軸J由九2）  
b．You’regetEingtobejustlikeyourmother．  
（C甜血礪㌍動物Ⅷ血糊山九血糊叩〆虻曙ぬ）   
c．Igofわ加ゎgれ（『小学館ランダムハウス英和大辞典』）  
辞書の例文としては1ike，be，knowなどが圧倒的に多いように思われる。   
結論的に言うと，両者の意味用法は「一に着く」の意味の“gettoNP”とも  
共通するように思われる。つまり，これらの三用法とも「－に至る（get  
somewhere）」という抽象的な根本義では共通だと考えられる。場所を表わす  
名詞が来れば「”に着く」の意味にしかならないのは言うまでもない。陸頚のよ  
うに段階的なプロセスを踏む動詞句の場合は「（時間の経過を経て）～する段  
階に至る＝～するようになる」の意味になると考えられるし（4），これまで見て  
きた用法では「段々に”できるようになる」という意味では使われていない。  
こちらは全て瞬間的な行為または継続的な同一行為を表わしている。この点を  
確認するために，両者の意味用法の過渡的段階，つまりどちらの意味に解釈す  
ることも可能と思われる例を考えてみたい（（34b）もどちらにも解釈されるだ  
ろう）。   
掴a．He explained．“The pointis this．Billington cut short his holiday and  
returnedearly．Wedon’thavecopper－bottmproofyet，butsincewehave  
corroboration from two sources we’11take this as morethantrue．It’sthe  
mostinteresting thing to emerge since yotlandIstarted on this．Now  
suppose GB got to know thisiゆmatio玖either backin1990whenit  
happened，Or Since．He could easily have concocted a story toimplicate  
Billingtoninthemurder．   （P terLovesey：77wSummons）  
b．“The dates areimportant，”he said，100king around thetable．“Thelittle  
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girlwaski11edinOctober’，1988，SOWe’retalkingaboutatimeatleasta  
year and a halflater．Quite alonginterval．”He turned to Prue Shorter  
again．“WhatIhaven’tmentionedyetishowyougottoknowthatBrittwas  
responsible‖．”  （ibid．）  
（44a）と（44b）共に“cametounderstand”または“1earned・，の意味で解釈できる  
が，これに加えて“hadanopportunity”の意味にもとれるきわめて広い意味を  
もっていると言うインフォーマントもいるし，前者は“hadanopportunity”の  
意味にはとれないとするインフォーマントもいる。次の例も参照されたい。   
匪9a．Igottoknowthefullimplicationoftheaffairatonce／intheend．   
b．Igottounderstandthefullimplicationoftheaffairatonce／intheend．  
共に“intheend”は0．K．である。と言うことは，プロセス（経過）を表わし  
ているということで「～するようになる」の意味が優先している。注目すべき  
なq）は“atonce”との共起の場合で，（45a）では可能かも知れないが不自然，  
（45b）では少し不自然だが（45a）よりは良いという判断であるは）。これは明らか  
に“know”と“understand”の理解過程の違いとその解釈の違いに対応している  
と思われる。物事の意味をすぐに理解するのは十分ありうるが，それをすぐに  
知るのはよほど適切な文脈を必要とするからだ。そのために「可能」の意味  
（＝atonce）よりも「～するようになる」の意味（＝intheend）の方が自然  
ということになるが，前者の意味解釈の余地があるのは注意すべきである（6）。   
次の例も参照。   
㈹“Hethoughtmaybewewerehomosexuals，”Wyethsays，′adding，t・Ithink  
SOmetimesfathersgettobemaybealittlemeanalittlejea  
（RichardMeryman：AndrewⅥウeth，ASecretLifb）  
これは①canbealittlemeanにも②becomesalittlemeanにも解釈できる，と  
言うよりどちらもほぼ同じ意味だと言った方がよいかも知れない（7）。典型的な  
境界線上の例である。  
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以上をまとめると次のようになる。   
㈱ gettoNP／VPは  
乱 場所を表わす名詞句（NP）が来れば「”に着く」の意味。  
b．状態動詞（stativeverbs），つまりプロセス（経過）を表わす動詞句  
（VP）が来れば「～するようになる」の意味。  
c．動作動詞（actionverbs），つまり瞬間的な行為または継続的な同一行  
為を表わす動詞句（VP）が来れば「許可（permission）・特権や特別な  
配慮（privilege）・機会（opportmity）を与えられたり得たりしてその  
行為が可能になる」の意味。  
ここで言う「瞬間的な行為」というのは，例えば¢3）の“gettodrive，，を例にと  
れば，段々に車の運転ができるようになる，の意味ではなく，ある日（突然  
に）免許証を取得してその時点から運転ができる，の意味である。（4）の－‘come  
back”や錮の“pick”も同じ。また「継続的な同一行為」とは，初の“getto  
talktoyou”を例にとると，ある一定時間話を続けることができる，の意味で  
ある。これまであげた例は圧倒的にこちらの意味で使われていることもすぐに  
確認できるはずである。許可（permission）・特権（privilege）・機会  
（opportunity）などのニュアンスが生じるのは「一に至る」プロセスが重視  
されるためであり，Canの場合はこのプロセスの意味合いがなく即可能という  
ことになるので，この微妙なニュアンスは出せなくなってしまう。   
なお，（47b）のgettoVPとほほ同じ構文に“cometoVP”があるが，やはり  
「段々と～の段階に至る」という基本的意味は同じである。   
降車 He（＝AkiraXurosawa）wantedtobeapainter，inspiredbyartistslike  
CezanneandvanGogh，butcametobelievehehadnodistinctivestyle．  
（Newsweek，9／21／98）  
両者の違いは，（47b）の“gettoVP，一が「VPが達成される」ことに焦点を置い  
たgoaトorientedな表現なのに対して，“COmetOVP”は「自分の身にVPが生じ  
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る」ことに焦点を置いたsubject－Orientedな表現である点にあると考えられる。  
7．辞書での記述  
最後に辞書でこの用法がどのように扱かわれているかを簡単に見ておきたい。  
まず学習用英和辞典には例えば次のような記述が見られる。   
匪如．小西友七（編）『ラーナーズ・プログレッシブ英和辞典』（小学館，  
1993）  
〔米略式〕（……する）機会がある，（……する）ことができる．  
HowcanIgettoseehim？  
Ididn’tgettofinishthewholebook．   
b．柴田徹士（編）『ニュー・アンカー英和辞典』（学研，1988）  
〔口〕どうにか……できる，うまく……する．  
Henevergottogotocollege．  
Didyougettoseehim？   
c．竹林滋・小島善郎（編）『ライトハウス英和辞典 第2版』（研究社，  
1991）  
〔略式語〕（うまく……）できる，……してもよい．  
Igettoeatthebiggestpieceofcakeonmybirthday・   
d．木原研三・福村虎次郎（編）『新グローバル英和辞典』（三省堂，  
1994）  
〔米〕……できる（ようになる）（manage）  
HowdidyougettoseethePrimeMinister？   
e，小西友七（編）『ジーニアス英和辞典』（大修館，19942）（8）  
（a）（人が）‥＝‥するようになる．…… ；〔主に米略式〕（人が）う  
まく……する［できる，するのが許される］★doは動作動詞  
（b）〔主に米〕（人が）……する機会［特権］を得る．  
206   
“GettoVP”の一用法  15  
DidyougettoseethePresident？  
大英和・中英和辞典の例を二三あげておく。   
銅a．小西友七（編）『小学館ランダムハウス英和大辞典〔第2版〕』（小学  
館，1994）  
〔米語〕（……する）機会がある，（……することが）できる．  
Ⅰ’11gettoseehim．  
b．小稲義男（編）『新英和大辞典 〔第5版〕』（研究社，1980）  
〔口語〕……することができる（beable）．  
Inevergottogotocollege．  
c．小西友七（編）『プログレッシブ英和中辞典 〔第2版〕』（小学館，  
1987）  
〔米話〕語釈・例文は『ラーナーズ』と同じ （第3版，1998も同  
様）   
これらの記述で特徴的なのは，全ての辞書で“gettoVP”の語義として「①～  
するようになる②……できる」をあげていることと，多くの学習用英和辞典で  
①の用法を太字で強調していることである。そ・して，むしろ学習用英和辞典の  
方が記述に細かい配慮をしている点にも注目される（9）。ただし，これだけの説  
明で今まで見てきた微妙なニュアンスまで感じ取れるかどうかは疑問かも知れ  
ない。商業的出版物という限界があることを考えてももう少していねいな説明  
が望ましい。例えば，もしいくらか余裕があれば次のような語釈が考えられる。   
6tl〔口語〕許可（permission）・特権（privilege）・機会（opportmity）な  
どを得て瞬間的行為または継続的同一行為が可能になる．動作動詞が使わ  
れる．  
IgettostayhomeandwatchTVallday！［許可］  
Igottoseethepresident．［特権］  
Ididn’tgettogotocollege．［機会］  
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ただし，実際には多かれ少なかれ，これら三者が微妙に結びついているので意  
味をただ機械的に三種類に分けても余り有意義だとは思われない。   
英語辞典の例を二三あげておく。   
6ね T九β尺αれ血判肋祝ぶg批正の似り〆伽軸J由九エα喝祝α卵（19872）  
to succeed，become enabled，Or permitted：“You get to meet alot of  
interestingpeople．”  
b・C扉抽那COβ乙〃エ∂且ナ好J由九β五c血判αり（1995）  
“If you get to do something，yOu manage tO doit or have the  
OppOrtunitytodoit．”  
Doyougettoseehimoften？  
They say you can get to be prime minister without Olevels，these  
days．   
c．上抑g刑α彿加古iαⅦり〆Cれ如卸㈹町肋が励（19953）  
“to be able to do something，eSpeCia11y when thisis difficult or  
unusual”  
Sincethedivorce，hehardlyevergetstoseeJenny．  
（52c）の「特に難しいことや変わったことをする時」という説明は適切だとは  
思えない。（52a，b）は「特権（privi1ege）」という意味合いが含まれていないの  
が少し不満だが，それ以外にも実際には両者の意味が全て含まれているのだか  
ら，片方だけをとるとやや不十分な説明にも見える。もっとも，この語法に限  
らず，辞書の定義と例文を眼にするだけでは所詮十分な理解は難しいので，実  
際の用法に触れて理解を深めるしかないのは言うまでもない。  
8．結  
最後に一言付け加えておけば，“gettOVP”の二用法のうち「～できる」の  
方が実際の場面ではより多く使われているように思われる。それだけ頻出する  
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用法なのに英語学習の際に殆んど触れられることがない一つの理由は学習参考  
書で一切扱かっていないからではないだろうか。“gettONP（～に着く）”は全  
ての参考書で触れてあり，“gettOVP（～するようになる）”もかなりの参考書  
に出ている（例えば安井稔『英文法総覧』開拓社，19932・江川泰一郎『英文  
法解説』金子書房，19913）のに，本稿で問題とした用法は一切見られないの  
である。不必要な単語や構文・語法は後回しにして現代英語の理解に必要な表  
現を教える必要があるのではないかという主張がよくなされているが，本箱で  
扱かった用法も英語教育の場に含めた方がよい語法の一例と言えるのではない  
だろうか（1功。  
※本稿は1998年11月28日に早稲田大学で行なわれたJACET英語辞書研究会   
「ワークショップ：英語の辞書」で発表した原稿に加筆したものである。イ   
ンフォーマントとして協力していただいたAdrianJ，Pinnington，JanuszK．   
Buda，RobertF．Oliver，RichardMurto，LukasBiewaldの諸氏に感謝したい。  
注（1）さすがにBolingerはこの構文についても次の例をあげて，簡単ながら微妙なニュアンスにつ   
いての説明もしている（否定形については第3節参照）。   
（i）a．TheygottoseeNiaga7tl．（aprivilegewasdesired，andtheygotthebenefit：theysawNiagara）  
bL They didn’igetEoseeNiagaYa．（theymissedoutonaprivilege：theydidn’tseeNiagara）  
（DwightBolinger：Language－TheLoadedl楠a？on，Longman，1980）  
（2）興味深いことに，BrentdeChene r英文法の再発見j（研究社，1997）は，“COuldには原則と  
して過去の出来事を表わすことができないという制約がある－・と述べて（i）の例文をあげたうえで，   
さらに‘‘日本語の可能動詞の過去形をcouldで英訳できないときの代案としてgettoV「する機   
会が得られる」やmanagetoV「どうにかしてⅤする」という表現がある－・と指摘している。こ   
れは“g飢toVP”を使う理由の一つと解釈できる。   
（i）＊Ⅰ’mreallyhappy－lastmonthIcouldgetmydriver，slicense．  
（il）Ionlygottogotothebeachoncethissummer．  
なお，“gettOVP▼，とcanには次のような違いがある。   
（iii）a．Howdoyougettobealawyer？  
b．Howcanyoubealawyer？  
（iiia）は，「どうしたら弁護士の資格をとれるのか」の意味だが，（iiib）は「よく弁護士なんか   
になれるね。連中は人をだましてばかりいるのに（”．TheycheatpeopIe，）」といった意味になる。   
“Howcanyoubecomealawyer？”とも言えるが，許可などの意味を表わす“gettovp”がここで  
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も適切なことは分かると思う。  
（3）（39c）は強い意味を含意するというインフォーマントや「彼に会うのはよいことだ」という   
ニュアンスをもつというインフォーマントもいる。また，（39a．b）ほ0．K．だが，Chi王dishに響くと   
いうインフォーマントもいる。  
（4） rジーニアス英和辞典lではknow，feel．own，See，1ike，realizeなどの状態動詞が使われると説   
明している。しかし，次の例で見るようにrealizeとownをここに含めるのは適切とは言えない。  
（i）＊lgottorealizethesignifieanceoftheincidentasdayspassed．  
（1i）＊Wegottoownacarasdayspassed．   
もっとも（ii）を“wereabletoown－，の意味でとるのは0．K．である。  
（5）アメリカ人のインフォーマントの一人はすべて0．K．としている。別のアメリカ人のイン   
フォーマントは“atonce’’の方がよいとしている。  
（6）（45b）は不自然で“gottounderstand，．のかわりに“understood－，にした方がよいと言うイン   
フォーマントもいれば，“intheend”は文頭に置いた方がよいと言うインフォーマントもいる。  
（7）②の意味だと言うインフォーマントもいる。  
（8）この辞書は極めて優れていると思うが，今問題としている“gettoVP”については，（a）の   
「（人が）……するようになる」の二番目の語義として説明した上に，㈲の語義としてさらに説   
明を加えているが，これは不必要だと思われる。当然一つの用法としてまとめるべきである。片   
方で「〔略式〕／doは動作動詞」として，他方では何の表示もないのもおかしいし，（a）で“We   
gottoknoweachother．’，の例文しか載せていないのも不親切に思われる。  
（9）学習英和辞典を使っている段階の学習者はこの用法に触れることは殆んどない（もしくは脹に   
触れてもその意味用法の微妙な点までは気がつかない）し，それ以降の段階の人が中辞典や大辞   
典・英語辞典を見ても案外きちんとした説明がないので結局見過ごしてしまうということなのか   
も知れない（第8節も参照）。外国語を学ぶ時は辞典類だけを頼りにするのではなくて自分の語   
感を磨くことも必要だということも言えると思う。   
また，〔米語〕とするかどうかや［略式語ト［口語卜［話語］等の表示をどうするかで辞昏により   
揺れが見られるのが興味深い。特にアメリカ英語の語法とする必要がないのは第5節で述べた通   
りである。  
また，口語的な文脈で使われるのは間違いないが，どの程度くだけた場面で使われるかについ   
てはかならずしも明確ではない。この語法はsubstandardであるとかchildishに響くとか言う   
インフォーマントもいれぼ，なんの問題もないというインフォーマントもいる（英米とも）。こ   
こでは，適切な文脈で適切な表現をすれば特に問題はないとして，とりあえず［口語］と表記して   
おきたい。  
㈹ 本稿を書きおえてから下記の論文にたまたま気がついたので少し触れておく。  
FraneesAustin（1997），”PointsofModernEngIishUsageLXXIL  
EnglishStudies78：1  
FrancesAustin（1998），“PointsofModernEnglishUsageLXXIV”  
EnglishStudies79：1   
AllStin（1997）で次のような例をあげてこのgetの意味と機能を読者に問うている。  
（1）Igettogoinalotofchurches．  
（ii）Youhardlyevergettoseepeopleaboveyouorbelow．   
そしてAustin（1998）では何人かの投稿者の説を紹介しているが，その趣旨は以下の通りであ   
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る。この構文は標準的な文法書や辞書では殆んど無視されてきた。大体の意味は“tomanageto  
dosomething”ないし“tohavetheopportunitytodosomething”だが，permissionの意味も可能  
（このpermissionの意味は近年の発達）。ただし，“bepermittedbyexternalcircumstances”と解  
釈すれば実質的に同じになる。   
本稿で述べたこと以上には出ていないと思う。そして，意見を寄せた学者は大体イギリス人だ  
が，特にアメリカ英語の用法だとも言っていない。また，コーパス・データを利用している人も  
いるようだが，頻度などについては何も言っていないのでこの点についても今はペンディングに  
しておかざるを得ない。  
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